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体系的な公共交通ネットワーク構築で県土の均衡ある持続的な発展を目指す
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統治下の戦災復興と
日本復帰後のインフラ整備

羽藤　副知事は八重山、離島のご出
身で、大学は琉球大学から本州の広
島大学に進学されたということです
ね。実は、私も広島大学卒で後輩に
あたります（笑）。沖縄の交通や社会
基盤を考える際に、沖縄が島嶼で構
成されている固有の良さや課題があ
るかと思います。大学での研究や、
現在は沖縄県の副知事として、沖縄
県に向き合う時に大事にされている
ことなどをお聞かせいただけますか。
大城　私は今年3月に玉城デニー知
事から副知事に任命され、交通に関
しては自分ではさらに深く理解しな
ければいけないと感じるところがあ
りまして、本日の発言は個人の見解
として受け止めていただければ幸甚
です。

　私は竹富町の最北に位置する鳩間
島の出身です。面積は約1㎢、人口
は約60人で過疎のため消滅の危機に
瀕しています。中学まで鳩間島で育
ち、いわゆる「15の春」で高校進学の

ために30㎞ほど離れた石垣島に移り
ました。鳩間島～石垣島は現在は船
で50分で往来できるようになりまし
たが、当時は4時間ぐらいかかりま
した。ただ現在でも定期的な航路の
確保が難しく、北風が吹く11月から
2月末までは欠航率が高くなります。
ヘリポートはありますので、急患対
応はできますが、そういう交通事情
もあって、過疎化が進んだのではな
いかと思います。そうした自身の経
験から、主に島嶼経済、開発経済を
テーマに研究者として歩む道を選び
ました。

羽藤　私も広島で大学時代を過ごし
ました。今日は80年前に終戦を迎え
た8月15日という節目の日ですが、
沖縄も広島も戦争で大きな被害を受
けた場所であり、その傷跡や悼むこ
とが随所に残っている。学生時代に
そうしたものを強く感じたことが現
在の自分の一部になっています。
大城　広島に行って最初に驚いたの
は道路が広いことでした。原爆でま
ちが焼失してしまったので、復興道
路ですね。沖縄県は広大な米軍基地

があって、現在でも生活圏が分断さ
れているという社会的な事情で体系
的なネットワーク構築の遅れが生じ
ています。

羽藤　日本は戦後、復興に向かいま
したが、沖縄では米国の統治下にあ
った。米軍による復興計画が出発点
になっています。国道330号も軍用
道路として整備が進んだ。鉄道も戦
争で破壊されましたが、復旧されず
に、アメリカの自動車交通を中心に
した地域づくりや県土計画が進めら
れていったところが大きな違いでし
ょうか。

大城　復帰前の道路の整備状況は米
軍が管理する軍道及び軍営繕政府道
は 100% の改良・舗装率でしたが、
それ以外の道路は40%にも満たない
大変低い状況でした。しかもアメリ
カ式の右側通行に変更され、1977年
まで続きました。
羽藤　米軍基地の門前町的なまちづ
くり計画が進んできた中で、1972年
の日本復帰と前後して、交通インフ
ラに対する考え方も日本流に変わ
り、公共交通もバスだけではなくて、

160の島で構成される沖縄県は、日本と中国・朝鮮半島・東南アジア諸国などをつなぐ交通の重要な拠点であった琉球王国や、
第二次世界大戦末期の沖縄戦や戦後は米国による統治など、固有の歴史や文化を持っています。また、現在も広大な米軍基
地の存在や基地による市街地の分断という社会的事情は、都市形成や道路網の整備などにおいても課題が生じています。
今号は沖縄と交通について様々な視点で考える特集号として制作しています。大城肇沖縄県副知事をお迎えして、羽藤会長と
ともに沖縄の交通の現状とその可能性について語り合いました。
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基盤が著しく脆弱なため、慢性的な
交通渋滞が発生して、定時運行が確
保されないことや環境負荷の増大な
どが課題となっています。私も琉球
大学の通勤にバスを使っていました
が、バス停でずっと待っていて、よ
うやく姿が見えたと思ったら、後続
車両と一緒に団子状態になってやっ
て来る（笑）。
　交通もそうですが、サービス水準
を上げた方が需要はついてくる。赤
字や運転士不足を理由に減便すると
さらに客離れが起こるという悪循環
が続いています。改善の余地が大い
にあると思っています。

東海岸や北部振興には
体系的な公共交通ネットワークが重要

大城　基本的には県土の均衡ある持
続的な発展があって、住民サービス
の向上という観点で整備をしていく
必要があり、公共交通の体系的なネ
ットワークの構築が課題であること

をかなり以前から強く感じ
ています。

　沖縄県では、沖縄振興特別
措置法に基づく「新・沖縄21

世紀ビジョン基本計画」の基
本施策として、「持続可能な
発展と県民生活を支える社
会基盤の高度化とネットワ
ークの形成」を位置付けてい
ます。その柱としては、沖縄
本島の南北軸と東西軸を有
機的に結ぶ幹線道路網（ハシ
ゴ道路）、空港・港湾へのア
クセス強化に資する重要物
流道路や那覇都市圏の交通
容量拡大、那覇都市圏の交
通円滑化を図る2環状7放射
道路の整備などがあります。

　ご存じのように沖縄本島の西海岸
は世界文化遺産に登録された今帰仁
城跡や第二尚氏王統発祥地である伊
是名島があり、リゾートホテルなど
が建ち並び、本県を代表する観光地
が形成されています。一方で、地形
上のこともあり、東海岸は発展しに
くい場所でした。そこで、「沖縄県東
海岸サンライズベルト構想」を2021

年に策定しました。日の入り（サンセ
ット）の方角で副交感神経が優位と
なる癒しの空間として自然を生かし
た観光スポット等が展開されている
西海岸に対し、かたや日の出（サンラ
イズ）の方角で交感神経優位となる東
海岸では、活動空間として、工業地
帯の形成、スポーツコンベンション
地域の形成、マリンタウンMICEエ

リアを核とした活性化、円滑な交通
ネットワークの形成など、西海岸と
は異なる発展を目指しています。
羽藤　なるほど那覇に一極集中して
いるように見えますが、おっしゃる
ように西海岸と東海岸の特色は大き
く異なりますし、西海岸側の観光構
想、東海岸側の産業構想など土地利
用の仕方によってはまだまだ発展の
余地がありますね。
大城　また北部地域は、サンゴ礁を
有する美しい海やマングローブ林を有
する河口、世界自然遺産に認定された
やんばるの森など、豊かな自然環境が
あるほか、名護市は経済金融活性化特
別地区に指定され、沖縄高専の周辺に
情報通信関連産業の立地が拡大し、
AIやIoTの集積やデータセンター等の
産業クラスターの形成が期待されま
す。ただ、現状では県内のほかの地域
に比べ一人当たりの所得が低く、過疎
地域が多く存在しており、自立的な発
展のためにはさらなる振興施策や事業
が必要だと考えています。

モノレールも計画されていくし、鉄
路も考える動きが起こってきたかと
思います。
大城　ええ、復帰を記念して実施さ
れた沖縄本土復帰記念一周道路事
業、沖縄国際海洋博覧会（1975年）等
を契機とした沖縄自動車道や那覇空
港自動車道の整備など、道路整備五
箇年計画、3次にわたる振興開発計
画及び振興計画に基づく計画的かつ
重点的な整備によって、道路の整備
状況は復帰当時と比較して格段に改
善しています。
　道路は、空港、港湾等の広域交通
拠点や県内の中心都市、さらには各
市町村を結び、県土の均衡ある発
展、県民及び観光客の円滑な移動と
利便性の向上などの観点から欠くこ
とのできない社会基盤だと考えてい
ます。

　けれども、本島の中南部都市圏に
おいては市街地が拡大・高密度化
し、人口密度は政令指定都市並みの
水準となっておりますが、公共交通

那覇市の慢性的な交通渋滞は大きな課題となっている

会長対談 体系的な公共交通ネットワーク構築で県土の均衡ある持続的な発展を目指す



Association for Planning and Transportation Studies
SEPTEMBER 2025（一社）計画・交通研究会  会報 04

羽藤　県土全体の可能性を考えてい
くと、道路や鉄道など公共交通の整
備が必要であると考えておられるこ
とが伝わってきました。　
　昨年9月にバス無料の実証実験を
実施されて、僕自身も名護市や沖縄
市で仕事をしていることもあり、乗
車したのですが、住民の利用も多か
ったですね。先ほどおっしゃったよ
うにサービス水準を上げた方が利用
者が増加するということには手応え
を感じておられるのではないでしょ
うか。

大城　ええ、基幹軸となる公共交通
の形成に向けて、県では、これまで
に国道 58号を中心とした那覇市か
ら沖縄市までの基幹バスシステムの
導入を推進しているところです。実
は那覇新都心が開発される前に、バ
スターミナルを新都心につくろうと
いう構想があり、私も沖縄総合事務
局と一緒にパーソントリップ調査を
手伝ったことがあります。結果的に
旭橋に集約されることになったんで
すが、路線の再編などはなされまし
た。しかし、当時は利用者のために
バス業界が一致するようなことがな
かったんですね。

羽藤　個別の事業者同士の過当競争
は激しいので、難しさがあります。

もし新都心にバスターミナルができ
ていたら、そこが公共交通の拠点に
なっていたわけで、今とは全然違っ
たネットワークになっていたと思い
ます。そのことは残念だと思う反
面、今は那覇ではなくて、沖縄市や
名護市で公共交通の集約化というこ
とでバスタの構想がでてきていて、
副知事たちが当時、パーソントリッ
プデータを使って考えていらした公
共交通の機能の集約化、サービス水
準の向上が那覇周縁部で展開されよ
うとしている状況です。

大城　特に沖縄市
内は当時は一番街
や銀天街が賑わっ
ていました。以
前、観光計画に私
も携わっていて、
その時に商店街診
断もやったんで
す。名護十字路も
商店街診断をしま
したね。両方に共
通している点は通

過都市で観光客が滞留しない。当時
はホテルも少なかった。そういう意
味でこの二つの地域で「名護市総合
交通ターミナル」や「胡屋地区交通結
節点」の検討が進められていること
はとても期待しています。
羽藤　沖縄市と名護市では、地元の
方々が、副知事が言われたような商
店街のまち作りをバスタとうまく組
み合わせて、街の活気を取り戻すた
めのツールとして意識しておられま
すし、住民の方々も商店街もバスタ
も自分たちが使っていく施設だとい
う意識を高める中でプロジェクトが
進行しています。ボトムアップで進
んでいて、沖縄らしいプロジェクト
に育ちつつあることを我々も強く感
じています。商店街も個性がかなり
強いので、まちづくりの大変さは副
知事もよくご存知だと思いますが、
そうした形で副知事たちが苦労され
ながら積み上げてこられたのが大き
かったとも思います。
大城　鉄軌道とバス、モノレールも
ありますし、いかに有機的に組み合
わせ、接続させるかが重要ですね。
羽藤　マイカーからできるだけ公共
交通で、最終的にはやっぱり鉄路を
ちゃんと県土の中に軸として整備し
ていく。そこの前段階としてうまく
公共交通の拠点づくりを沖縄市や名
護市とやっていければ沖縄の発展に
寄与できるのではないかと思います。

ツインゲートウェイや地下鉄の可能性は

羽藤　日本プロジェクト産業協議会
（JAPIC）が伊江島空港を民生利用し
て、北部のゲートウェイとなってい
る名護から鉄路を延ばしていくとい
うような構想もあります。本島と伊
江島を結ぶ海中道路や、鉄路という

会長対談 体系的な公共交通ネットワーク構築で県土の均衡ある持続的な発展を目指す

沖縄県副知事
元琉球大学学長

大城 肇

2024年9月に実施されたバス無料実証実験の初日の様子
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ものを様々な検討案の中から絞り込
んでいきながらツインゲートウェイ

みたいな言い方もしていますけれど
も、どうお考えですか。
大城　県土の均衡発展には北部地域
の発展がまだまだ必要であり、お力
添えいただければと思います。そう
したツインゲートウェイも有効かと
は思いますが、B/Cでいくとどうな

のかという話もまた出てくるのでし
ょうけれど、実際に空港が整備され
れば需要はついてくるのではないか
と考えています。そういう観点か
ら、航空路や陸上交通、場合によっ
ては船舶を組み合わせた交通体系が
できると、人やモノの流動や各地の
活性化につながっていきます。
羽藤　沖縄はまさに東シナ海の中心
に位置していて、日本以外に多くの
国々から人が入ってきて出ていくハ
ブになるような場所です。那覇空港
と伊江島空港をツインゲートウェイ
にして、そこからさらに離島とアジ
アへという流れを活性化して、その
間を公共交通でしっかりと結び、鉄
路で結んでいく。そこにはトンネル
などの技術的なところも検証して着
実にプロジェクトを進めていくこと
が重要だと思います。
大城　これはもう全く個人的な質問

なのですが、私は
沖縄に地下鉄が通
ったらどうなのだ

ろうと思っている
んですね。日本の
トンネル技術は高
いと聞きます。例
えば、沖縄県庁が
あるゆいレールの

県庁前駅周辺の地
下に地下街をつく
ると、防災や有事

の際の避難場所にも活用できるので
はないかと思うんですよ。
羽藤　最近、スイスが核シェルター
としての含みも持たせながら、自動
物流の道路を地下に通すというプロ
ジェクトを動かしています。日本で
も東京～大阪間約500㎞を自動物流
道路という形で全部トンネルで通す
というプロジェクトがあって、確か
に副知事が言われるように日本のト
ンネル技術はレベルが高いし、断面
をそれほど大きなものにしないので
あれば、事業規模やコストを落とし
ながらやっていくことができるかと

は思います。副知事ももちろんお考
えになっていると思うのですが、土
地の収用に関しては沖縄はデリケー
トなところがあります。基地問題で
すとか、せっかく戻ってきた自分の
土地を鉄道のために使うことに賛成
する人だけではないでしょう。そう
いった点を考慮すると、地下という
空間を、最先端の土木の技術も使い
ながら、組み合わせてやっていくこ
とは検討に値するかと思います。
　特に最近ですと、仙台は政令指定
都市の中では人口が比較的少ないと
ころですが、東北大学と中心部が地下
鉄で結ばれて便利になりました。あれ
もパーソントリップ調査や鉄道の評価

をやって導入していった経緯を考えま
すと、地下空間を使っていくことは、
那覇市だけでみると、路面交通をうま
く使っていくことはできますが、県土
全体の格差を是正するには路面だけ
だとどうしても難しくなりますので、
地下空間の可能性を生かしていくこ
とは検討に値しますね。
大城　地上と同じように地下にも所
有権の問題もあるとは思いますし、琉
球石灰岩で頑丈でしょうからそう簡単
ではないとは思っているのですが。
羽藤　大深度地下になると自由にで
きるところありますので、深さをど
ういうふうにとるのかというのはあ

ります。戦前には狭軌とはいえ沖縄
にも鉄路があった。台湾だと狭軌を
広軌にして、人口が10万人ぐらいの
ところでも鉄道を伸ばしている。琉
球王国としての歴史もあり、城も残
り、これだけ素晴らしい資源性のあ
る地域が多い沖縄に鉄路があって均
衡ある県土発展への寄与に我々も協
力していきたいと考えています。

ゆいレール・旭橋駅と接続する那覇バスターミナル

会長対談 体系的な公共交通ネットワーク構築で県土の均衡ある持続的な発展を目指す

東京大学教授
当会会長

羽藤英二
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沖縄の文化を尊重しながら
独自の交通ネットワーク形成を目指す

羽藤　副知事は経済学者でもいらし
て、商店街活性化の施策やパーソン
トリップ調査などにも携わってこら
れましたが、沖縄の経済発展の観点
から、どういうインフラ像あるいは
文化振興みたいなことも含めて進め
ていくことが重要だとお考えですか。
大城　沖縄は島嶼経済ですので、「規
模の不経済性」や「市場の狭小性」の
課題を抱えています。強くしなやか
な自立型経済の構築に向けては、
人、モノ、資金、情報が集積する「ア
ジアの結節点」として、国内や世界
とのネットワークを更に強化する必
要があると考えています。
　そして沖縄には長い歴史の中で育
まれてきた芸術あるいは文化、おそ
らく人の感性もそこで育って沖縄の
人々のアイデンティティになってき
たと思いますので、文化と調和させ
ながらのインフラ整備は必要だと思
います。

　その中で、沖縄らしい風景がつく
れるかどうか。今、植林にしても、
熱帯花木ではあるんですが外来のも
のも多く、そこが沖縄らしさかとも
思います。伊江島の北には伊是名島

とか伊平屋島があ
って、沖縄本島に
も世界遺産となっ
たもののほかにも

琉球王国の城（グ
スク）及び関連遺
産群が多くありま
すので、歴史と調
和した景観創出に
取り組むととも
に、各地域の景観

資源の保全にも力を入れていきます。
沖縄の文化を尊重し、次世代に継承
することで、人々が真に幸福な生活
を送れる持続可能な社会を実現して
いきたい。そのための交通のあり方
を検討する必要があると思います。
羽藤　グスクなどは地形そのものが
昔の拠点だったということがはっきり
とわかる形で残っています。私も伊是
名島に頻繁に行っていた時期がありま
した。島を一周すると豊かな自然があ
り、サトウキビの工場など島の暮らし
を感じる光景に出会います。
大城　歴史遺産をはじめとした文化
や風土を大事にしながら、交通基盤
の整備に取り組んでいきたい。例え
ば、地中海に浮かぶ小さな島国であ
るマルタには中世がそのまま残って
るようなまちがあります。沖縄に比
べると、道路整備などは進んでいな
いように思うんですけど、そういっ
た昔ながらの風景や歴史、文化の中
で生活しているという印象を受けま
した。沖縄県にとってその部分が参
考になるかと思っています。
羽藤　島嶼というとマルタもキュー
バもそうですが、必ずしも最新式の
ビルディングなどで成り立っている
わけではなくて、古い都市の基盤を
生かしながら、アフリカとの交易、
ヨーロッパとの交易を繋ぐ役割で、

島嶼ならではの経済の役割を果たす
中で、港湾基盤や交通基盤をつなげ
ていっているように思います。
　沖縄で仕事を一緒にしている人た
ちは島嶼部出身の方が多く、休暇に
は祖母の面倒をみるために帰省する
など、本島と行き来するような日常
を送っていることを聞きます。沖縄
らしい暮らし方を支える交通のネッ
トワークのあり方を模索していく。
それから首里織や琉球絣など沖縄な
らではの伝統が多くありますから、
人々が紡いできた暮らしや日常を生
かしたような形で交通プロジェクト
をさらに推進していただければと思
います。

大城　羽藤先生が先ほどおっしゃっ
たような形で重層構造になっている
と思うんですが、国際島嶼学会の会
長をされていたG・マッコール氏が
「海は隔てるものではなく、つなぐも
のだ」と仰っていたんです。沖縄も
アジアの中にあって、世界をつな
ぐ。海や空を介して集まってきたも
のを今度はどうつないでいくかとい
うことで公共交通機関のあり方を考
えていくと、沖縄独自の交通ネット
ワークが構築できるのではないかと
思いますね。
羽藤　私たちも6月に万国津梁館で
交通研究の国際会議を主催し、世界
中から300人以上が集まったのです
が、沖縄は本当に美しい島だと皆が
言ってましたね。アジア各地を結ぶ
中継貿易で繁栄した琉球王国は自ら
を「万國之津梁＝世界の架け橋」だ
という気概を持っていました。まさ
に、様々な国をつないでいく場所が
沖縄だというコンセプトでこれから
のまちづくり、公共交通の計画づく
りが進むことを願っています。今日
はありがとうございました。

会長対談 体系的な公共交通ネットワーク構築で県土の均衡ある持続的な発展を目指す

世界遺産に認定された今帰仁城



Association for Planning and Transportation Studies
SEPTEMBER 2025（一社）計画・交通研究会  会報 07

せていただいている立場より、これま
での議論を踏まえ、課題解決のための
方向性について述べさせていただく。
　まず、本島にしっかりとした交通
軸を作ること。以前から鉄軌道構想
はありますが、普天間基地返還問題や
B/Cの観点から進展が見られません。
いきなり鉄軌道の議論ではなく、現在
の時間が限定されたバス専用レーンを
終日バス専用レーンとして延長し、そ
こに連節バスを等間隔運行させます。
これによって、特に朝の時間帯のバス
を減便させても輸送能力は維持でき
ます。また、バスが渋滞に巻き込まれ
ることなく、定時性が担保されるとと
もに、運転手の労働効率（単位時間当
たり運送距離）や労働生産性も向上し
ます。幹線となる路線の運転手を少
なく出来た分、枝の交通を担う郊外部
の路線バスやコミュニティバスの運転
手が確保できます。さらに過疎化が進
んだ地域においては、現在多良間村で
実験中の安価な自動運転システムの
導入が期待されます。このシステムは
路上駐車などを避けて走行するのでは
なく、走行ルートに路上駐車をしない
社会を作るという思想に基づくもので
す。社会全体が協力することによっ
て、高齢者などの外出を支援する仕組
みを安価に実装することを意図してい
ます。島だからできるチャレンジをし
ながら、誰もが社会参加できる交通環
境の創造に取り組んでいく必要があり
ます。

　現在沖縄が抱えている交通に関す
る課題について、令和5年に沖縄県
が実施したパーソントリップ（以下、
PT）調査の結果などから述べていき
たい。PT調査が行われた沖縄本島中
南部都市圏（読谷村・うるま市以南）
は17自治体で構成され、人口は約
122万人です。人口や面積規模は政
令指定都市並みと言われています。
そこに軌道系交通機関は那覇市・浦
添市を通るモノレールのみという状
況で、自家用車依存社会となってい
ます。この都市圏の中央部に位置す
る宜野湾市・中城村断面を南北に通
過する交通量は23万台 /日ときわめ
て多く、那覇市の混雑時旅行速度は
10.5km/時と3大都市圏よりも遅い
状況となっています。
　この原因として、PT調査からは、
①自家用車利用率の高さ（平成18年

調査67.4％→令和5年調査72.5％）、②
送迎交通の多さ（通学の31％が送迎、

10％がマイカー）、③近距離の自家用
車利用（自動車トリップの約35％が

2km以下）、④相対的に高額となるバ
ス料金（那覇市 -沖縄市約20kmで960

円・約51分、同距離の東京駅 -川崎駅

で320円・19分）と通勤手当の少なさ
（月5千円までが過半数）が指摘されま
した。さらに、所得の質問を設けた
ことにより、⑤低所得世帯の外出率
の低さ（20歳以上では10％以上外出率

が低くなっている）も明らかになりま
した。

　一方、他地域と同様に路線バス運
転手不足が深刻な状況にあり、減便
や路線短縮などが相次いでいます。
いわゆる2024年問題により、バスド
ライバーの時間外労働時間の上限基
準および拘束時間に上限が設けられ
たため、状況はさらに悪化していま
す。また、観光バス需要の増加によ
り、さらに路線バスの運転手が限定
されることになっています。

　これらに対し、「沖縄交通リ・デザ
イン県民運動推進会議」が令和6年
度に立ち上げられ、経済・金融から
教育機関まで多様な参加者による共
同宣言が出されました。さらに、PT

調査結果を踏まえた沖縄交通マスタ
ープラン（20年後のあるべき姿）の策
定を進めています。一方で、戦後100

年を見据えた公共交通のあり方を議
論する「次世代交通ビジョンおきな
わ（仮称）」策定を意図し、県知事を本
部長、各部長が委員となった本部会
議が立ち上げられました。ここでは
特に、中南部都市圏の交通渋滞と公
共交通空白の解消を二本柱として議
論されることになっています。つま
り、現在の状況から20年先の都市交
通を考える計画と、20年先の社会を
見据えた公共交通のあるべき姿とい
うバックキャスティングによる計画
策定が行われています。
　著者は各計画策定に協力させてい
ただいている立場より、また、国・
県・市町村の交通関係の会議に参加さ

沖縄の交通課題と解決の方向性

Opinion 視点

神谷大介琉球大学 工学部 社会基盤デザインコース 教授

Daisuke KAMIYA

視
点

Opinion:
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文化をインフラと捉える視点

石垣　私は那覇市生まれ、 那覇市育
ちで、観光のためのまちに変わって
いく沖縄の様子を見る中で、今の沖
縄の状態は何だろうという疑問を持
ちました。大学3年生の時に交換留
学でハワイに行き、文化を大事にし
ながら実践するまちづくりにふれ、
ハワイの大学院に進みました。今は
沖縄で文化を掘り下げながら、それ
を地域の人達と共に、まちづくりや
交通のあり方に落とし込んで行ける
かということで、ファシリテーター

として関わる仕事をしています。
林　私は新潟県出身で、最初はアー
ティストと一緒に芸術作品を作るの
が仕事で、東京や国内外で活動して
きました。同時に文化政策の分野に
も関わりを持つようになり、今は那
覇文化劇場なはーとで那覇市の自主
事業の企画制作を統括しています。
なはーとは那覇市直営の劇場であ

り、私も那覇市文化振興課の職員と
して文化振興に関わっています。さ
らに沖縄県文化芸術振興会では、沖
縄県内の文化芸術活動を支援する外
部専門委員として関わっています。
石垣　インフラと文化という、テーマ
をどう解釈すると良いと思いますか？
林　文化は、人が作り、表現するこ
とだけでなく、地域の人の心を育み、
耕し続ける、インフラのようなもの
だと思っています。沖縄県には文化
芸術振興条例があり、その中にも『文
化は新たな時代を切り開く心の拠り
所である』と書かれており、新しい
時代を切り開く時には、文化が基盤
になるとされています。このことか

らも、文化は単なる娯楽や余暇の過
ごし方ではなく、人の心や行動の基
となるものですから、１つのインフ
ラと呼べるのではないでしょうか。
石垣　では、インフラと文化の前に
「沖縄の」がつくとどうなると思いま
すか。

林　文化芸術をインフラのように捉
えて整えていく時には、どの方向に
整えるか、つまりビジョンが重要に
なります。ビジョンがないと文化芸
術のインフラを耕し続けることはで
きないでしょう。「沖縄の」をつける
ことで、沖縄においてどういうビジ
ョンを持って、インフラとしての文
化を整えていくのか。それはとても
重要なことですね。  

石垣　文化芸術の分野にいらっしゃ
る林さんから、心の文化、インフラと
しての文化という言葉が出ましたが、
私も同感です。文化や芸術は、日常に
潤いを与えるものみたいな感じで言わ
れることが多いですが、何を私達が選
び取りたいかとか、どんなライフスタ
イルにしたいとかという価値観を作る
基となっているのではないでしょう
か。例えば、北大東島に行くと公園の
中に相撲の土俵があるんです。これは
まさしくインフラが文化を担保してい
る事例だと思っていて、公共の場所に

人々が幸せに暮らすためには何が必要
か。沖縄で市民協創で交通やまちづく
りに携わるお二人にインフラと文化の
関わりについて語っていただきました。

対談 沖縄のインフラと文化を語る

沖縄のインフラと文化を語る対談

（広報委員）

（広報委員）

石垣綾音
まちづくりファシリテーター

Ayane ISHIGAKI

林 立騎
企画制作グループ統括

那覇市文化芸術劇場なはーと

Tatsuki HAYASHI

内海克哉

中村裕史

企画・文責

企画

管清工業

大林組

D I A L O G U E
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えなければいけないと思っています。
石垣　私は、セミパブリックみたい
な立ち位置で仕事をしています。完
璧に民間でもなければ、完璧に公共
行政でもない。行政でもコンサルタ
ントでもないし、完璧に地域住民の
立場でもない。その中途半端な所を
私はあえて選び、公共や民間のやり
にくい部分をやりやすくするという、
ファシリテーターという仕事を選び
ました。コンサルの方にも行政で技
術職をやってきた方の中にもファシ
リテーションをやっている人は少な
く、いわばニッチな立場でやってい
るわけですが、自分の関心に近いと
ころにも色々な分野を繋げつつ、
様々な人と活動しているというのが
非常に貴重な立場と感じています。

市民参加と文化の担い手

林　行政や地域から仕事が来ないと
間に立てないジレンマやもどかしさ
はないのでしょうか。

石垣　それはあります。私が持って
いるファシリテーションという技術は
一般には技術と認識されていません。
確かに依頼されないと仕事は出来ない
ですが、全部を仕事としてではなく、
例えば市民活動として色々やってみた
りとか、今は防災の社団や交通オープ
ンデータを扱うNPOに関わらせても
らっており、やりたいことはできてい

ます。この活動をしているからこそ仕
事に繋がり、良い補完関係をつくれて
いると思っています。
林　まちづくりにおけるビジョンの
部分を市民協創でもっとやった方が
いいと感じているのですが、石垣さ
んはどう思いますか。
石垣　私のミッションの一つは、
色々な方向を地域の人達に教えてい

くことでもあります。2022年に沖縄
振興計画に関するパブリックコメン
トを出したことが、私の中で結構大
きくて、それをつくる過程に関われ
ることを知ってもらえただけでもす
ごく良かったと思って、そういうプ
ロセスこそがビジョンを市民と作る
ことだと考えています。
林　沖縄の文化的な状況は、色々な
地域から人が移り住み、政治的な事
情もあって、多様な文化が集まって
できています。ということは、逆に
言うと、色々な地域と交流すること
で、沖縄の文化が育まれてきたとい
うことですよね。

石垣　私はスローフードの活動にも
携わっており、2018年くらいに北海
道で世界の先住民族が集まる企画に
参加しました。アイヌの方や沖縄から
も参加していてアメリカや南米やアジ
ア等色々な国から参加していたのです
が、こんなエピソードがありました。

アイヌの方々が朝早くにタートルアイ
ランドから来た方とお散歩していた
ら、ドングリが落ちてきて、『あっ、
私達も昔はこれ食べていたけれど、最
近は料理の方法が分からないんだよ
ね』と、アイヌの方が言いました。す
ると、タートルアイランドのオローニ 

コミュニティの方が作り方を教えてあ
げると言って、ドングリをスープにし
てイベント中に提供したんです。食材
一つでも異なる場所とも繋がることが
できる。それにより、自分達の文化を
掘り下げるきっかけになるのですごく
記憶に残っています。 

林　今の話は重要ですね。文化は強
く内面化されるものだから、外との交
流がないと相対化されない。他の地域
と交流することで自分の足元をより深
く掘り下げられるところがあります。
どこに目を向ければ自分たちの文化が

予算をつけて文化的な活動ができると
いうこともインフラと文化の大事な繋
がりだと思いながら聞いていました。
林　沖縄では、世界に開かれたゲート
ウェイとして、2050年の沖縄を描く
「Gate Way 2050 Projects」という大き
なプロジェクトが動き始めています。
注目すべきは、この中で文化芸術への
注目も高まっていることなんです。文
化振興や文化政策に関わる立場から
すると、文化芸術で1人でも多くの人
が食べていけるような、経済生活が送
れることは重要で、エンターテインメ
ントや伝統芸能が多くの観光客に喜ん
で貰うことだとしたら、現在の価値観
や解り易さとか、面白いというところ
に寄り添っていくことも重要だと思い
ます。しかしながら、県の条例にもあ
るように、文化芸術には新しい時代を
切り開く役割もあるので、若いアーテ
ィストが育っていくことを大切にしつ
つ、新しい表現や、一般的には理解さ
れにくい表現なども実現できるような
場所をしっかりと確保していくことが
文化の発展に繋がると考えています。

インフラと公共行政

石垣　那覇文化芸術劇場なはーとと
いう存在はインフラとしての使命も
あると思います。
林　インフラは基本的に公共・行政
で作るものだと私は思っています。行
政だからこそ、新しい表現、経済的な
採算性が取れないものでも積極的に挑
戦し、尖ったものや革新的なことを公
共の劇場だからこそやっていく。その
活動が民間への刺激になり、民間にも
新しい表現が波及していき、それが民
間的な採算性が取れる表現を確立し
ていく。私は、 公共の役割と民間の役
割を分けて、しっかり役割分担して考

対談 沖縄のインフラと文化を語る
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深まり、豊かになるのか、もはや経済
規模や世界の中心地だけが重要なの
ではないと、改めて考えた方がいい。
沖縄にはこの人口でこれだけのアーテ
ィストがいて、しかもこのクオリティ

は世界一だと思います。この恵まれた
状況を行政はもっと活用した方がい
い。「文化のまちづくり」といった謳
い文句は誰でも聞いたことがあると思
いますが、これまでは、それを誰がや
るのか、誰が主体なのかという「人」
が含まれていませんでした。だから、
文化のまちではなく、「アーティスト
のいるまち」と言わないといけないと
話しています。
　石垣さんは、沖縄のそれぞれの地
域がどんなまちになっていったらい
いと思いますか。
石垣　それはたくさんありますが、
私が交通のことばかりやっているの
は、人が歩かないと街はだめになる
と思っていて、まずは、車を使わな
くてもいいようなまちづくりを進め
たいと思っているからです。
林　車を使わないということは公共
交通を沢山使うことでもあります。
そのためには公共交通がもっと楽し
かったり、使うだけで学べたりする
ものにするにはどうしたらよいかと

いう発想で、文化芸術分野も一緒に
できることがあると思います。

石垣　文化をどう解釈するか、どう
意味付けするかを、一人きりで行な
うことは難しいと思っています。ま
ちの中で多くの人が目にするとか音
を聞くような環境をきちんと整備し
て行かないと文化は根付かないし、
新しいものも生まれてこないし、公
共と文化の関わり方や芸術のあり方
は密接だと感じています。
林　まちの中で、なんだか寂しいか
ら飾っておこうかというデコレーショ
ンで文化が使われてしまうことがある
のですが、地域の歴史やアーティスト
の出自などを交えてコーディネートす
る人がいるとそこに住む人の感受性が
少しずつ変わってくると思います。
石垣　場所の意味付けが変わります
よね。 消費するために場所を使って
いるのか。地域のいわゆるシビック
プライドをきちんと育て、この地域
を皆で大事にしたいねという思いを
共有することが大事ですね。
林　地域の文化芸術というと、イベ
ントが多く、一時的な経済効果はある
と思いますが、永久に続かないし、予
算が切れたら終わりになることが多い
ですね。まちづくりと文化、インフラ
と文化をしっかり結びつけて、環境を
整備していく。文化も、行政がやたら
とイベントをするのではなく、インフ

ラ整備、環境整備をもっとしっかりや

っていくべきだと思います。
石垣　例えば、この基金は20代の人
のためにあり、次のステップとして
こういう機会があるという仕組みが
あるとアーティストキャリアの見通
しが立てやすく、自分が文化産業で
生きて行こうと思わなくても続けて
いくことができますね。そういう環
境があると文化はしっかりと根付い
ていくと思います。
林　イベント型で進めると地域間格
差と世代間格差が埋まらないという印
象を受けています。特に沖縄は多くの
島々から成っているので、那覇で大き
いイベントやっても、見に来れない人
がいるという地域間格差が生まれ、大
きなイベントに関わるのは比較的年齢
が高いアーティストなので、若い人達
には仕事がないという世代間格差も
起こる。地域の格差をどうやって埋め
ていくか、文化的なインフラをどう作
っていくかということと、若い人達の
支援をどうするか、例えば、30代は
こういう支援があって、40代位にな
んとか1人立ちというようなキャリア
パスを意識し、補助金や賞で世代間格
差を調整していく。新しい世代が生
まれていくためのインフラを作る。そ
ういう環境整備については、インフラ
の話と文化に今必要なものはすごく重
なると思いますね。

対談 沖縄のインフラと文化を語る

2025年度  秋の見学会
今回は、秋の山梨の魅力を感じながらリニア中央新幹線や新
東名高速道路、自動運転の最新システムまで、交通の未来に
触れる企画となっております。皆さまのご参加をお待ちして
います。また見学会のプレ企画としてリニア試乗会も開催い
たします（こちらの申込は締め切りました）。
●●日　程　2025年10月30日（木）～31日（金） 
●●定　員　25名

●●行　程　集合：30日 10:30　富士山麓電気鉄道　富士山駅
 　　　　宿泊：下部温泉郷
 　　　　解散：31日 18:00頃　JR小田原駅

2025年度  今後のイブニングセミナーの予定
第3回イブニングセミナーは物流をテーマに11月頃に開催す
る予定です。詳細は追ってご案内します。また、第4回のイ
ブニングセミナーは2月頃の開催を予定しています。

Information［お知らせ］

見学会

イブニングセミナー
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写真家・上原沙也加さんに聞く

聞き手・文責 作家／エッセイスト 茶木 環 （当会理事・広報委員長）

〈プロフィール〉
1993年沖縄県生まれ。写真家。風景の
なかに立ち現れる記憶や傷跡、場所や物
が保持している時間の層を捉える実践と
して、写真作品を制作している。2022

年、写真集『眠る木』（赤々舎）を刊行。

Sayaka UEHARAInterview:

インタビュー レイヤーが複雑に重なり合う「沖縄」を撮る

　風景にはさまざまな痕跡が残っている

　私は高校時代まで沖縄で過ごし、東京の美術大学で写
真を学んだのですが、島を離れたことがきっかけになって、
改めて沖縄のことが気になるようになり、自分の生活の
場所としての沖縄の風景を記録してみたいと思いました。
　撮影時には、予め対象を決めずにさまざまな街をひた
すら歩き、ふと出会ったものを写します。風景の細部に
目が引き寄せられるような感覚があります。その後、写
真に定着したイメージを後から何度も見返します。写っ
ている場所の歴史や、事物の背景について具体的に調べ
ながら、その場所がどのような歴史を辿ってきたのか、
人びとがどのような日々を過ごしてきたのか、光と影の
質感を確かめながら、少しずつ想像を巡らせています。
写真を選ぶときにはいつも、撮影するとき以上にじっく
りと時間をかけています。
　最近私は、沖縄のほかにも台湾や福島にも通っています。
ほとんどの作品には人が写っていませんが、それは今こ
こにいる人の記録だけではなく、もうここにはいない人
も含めて考えたいと思っているからです。人びとのふる
まいは痕跡となって、風景の表面に様々な形で顕れてい
ます。静かな写真のなかに立ち止まることは、内省する
ような時間が広がっていく契機になるのではないかと考
えています。

　過去の時間に思いを寄せること

　私はよく公共交通を使っています。撮影する時には計
画を立てずに移動することも多いです。次のバスが来る
まで１時間も待つこともありますが、車窓をぼんやり眺
めている時間も私にとっては大切な過程です。当て所な
く街を歩くと、ささやかな風景をひとつひとつ確認する
ことができます。
　表紙の写真は嘉手納基地の近くにある中央パークアベ
ニュー（沖縄市）をBCコザという建物の階段から窓越しに
見下ろしたところです。この通りは1950年に米軍関係者
向けの商業地「BCストリート（Business Center Street）」

という名前でつくられたのですが、次第に街が荒れてい
ったことから、80年代に行政の主導で日本人向けのショ
ッピングモールに生まれ変わったそうです。鮮やかな刺
繍のお店や、昔はバーだった場所で子供たちがスケボー
をしているお店など、ところどころに賑やかだった時代
の名残を感じます。椰子の木やブーゲンビリアなどの街
路樹もたくさんあり、白い屋根がずっと向こうまで連な
っていて、延びた影の道を歩くのが私はとても好きです。
ベンチがたくさんあるので、のんびり過ごすこともでき
ます。もうすぐ道路の拡張のために、白い屋根の歩道を
取り壊してしまうと聞き、寂しく思って今回撮り下ろし
ました。車を降りて歩きたくなるような街がもっと増え
てほしいなと思います。
　私が近年沖縄で制作した写真集のタイトルは『眠る木』
（2022）といいます。ギンネムの木は夜になると葉を閉じ
るので、ニブイギ（眠る木）と呼ばれています。海辺や街
中などいたるところで目にしますが、これは沖縄戦で荒
廃した土地に米軍が空から種を撒いたものだそうです。
何気ない植物にもそれぞれの出自があり、歴史を証言し
ていると思いました。
　沖縄の島々は現在に至るまで、時代の激しい変化のな
かで何度も風景が塗り変わってきました。現在もとどま
ることはなく、観光地としてレジャー施設やホテルなど
が増える一方で、要塞化が進んで米軍基地や自衛隊基地
の配備が進んでいます。それでも強い日差しの光と影や、
場所だけは変わらずにここに在り続けています。過去の
時間に思いを寄せるということは、忘却に抗うだけでは
なく、自分が今どのような時代や場所に立っているのか、
問いを手放さないための実践だと思っています。これか
らも複雑に折り重なっている時間の断片を複雑なままに
記録し、残していきたいです。

レイヤーが複雑に重なり合う「沖縄」を撮る
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TRISTAN XII OKINAWA 22-27 JUNE 2025
（TRISTAN XIIをふまえて）

TRISTANにおける交通研究の最前線

原　今回の会議の中でどんな研究分
野が最近流行しているのか、印象に
残った研究などがあれば教えてくだ
さい。

大山　Vehicle Routing Problem（以

下「 VRP」）は、これまでも様々な研究
が多数出ていたにも関わらず、今回
の会議でも5セッション分ありまし
た。電気自動車などの新しい技術を
制約として扱った問題や、最近の流
行であるAI・機械学習を用いて、高
速・効率的に解く解法が提案されて
おり、まだまだVRPが研究されてい
ることに驚きました。VRPがこれほ

ど多く研究されている理由は実用上
の価値が大きいからだと思います。
ラストマイルやトラックのルーティ

ング・配送の効率化はビジネスに直
結するので、多くの研究がなされ、
素早く実用化されていく点は面白か
ったですね。また、今回は交通行動
モデルや都市計画などの研究が普段

より多かったように思い、災害の多
い日本開催ならではの傾向でした。
原　VRPは研究の余地がまだ多くあ
ることに気付かされました。僕らは
普段ORの研究者とあまり接点がな
く、交通計画の立場です。しかしOR

では、どのように最適化するかがビ
ジネスに直結し、顧客サービスの満
足度に直結するので、このような研
究が多いのでしょうね。
小林　私が面白いと思ったのは、ド

ローンの研究ですね。ドローンを使
った運送・配送に関するエアモビリ
ティコントロールの研究は、 日本の
土木計画分野にいるとほとんどやら
れていない。特に中国系の研究者が
多く取り組んでいる印象があり、国
柄といいますか、やはりその国によ
って抱えている問題は違っている、
あるいは何に研究費が投じられてい
るのかが違っている点が如実に出て
いたと思います。
原　ドローンやエアモビリティの研
究の数は意外でしたね。多くは物流
関係で、トラックによる物流とエア
モビリティによる物流の協調に関す
る研究もあり、現実の先を読もうと
した研究だと感じ、印象に残りまし
た。お国柄の話については、日本は
災害が多いので災害マネジメントの

2 025年6月22日から27日にかけ
て、沖縄県名護市にある万国津

梁館において国際会議「TRISTAN（ト
リスタン）」が日本で初めて開催されま
した。同会議では、土木工学や交通工
学などの分野の狭義の交通研究者に
加え、オペレーションズリサーチ（以下
「OR」）を行っている研究者、数理モデ
ルを使って交通の最適化に取り組んで
いる研究者や、物流の最適化に取り組
んでいる研究者など、広義の交通の研
究者が世界中から集まり、活発な議論
が行われました。同会議は当会の羽藤
英二会長が代表主催者を務められて
おり、今回は運営を担当した中の３人
の若手研究者に振り返っていただきま
した。（7月10日実施）

原 祐輔　
東京大学 大学院工学系研究科 トランスポートイノ
ベーション研究センター 准教授［司会・進行］

原 祐輔

大山雄己

小林里瑳

交通研究の最前線

後藤祐樹企画・文責 東日本旅客鉄道

Discussion｜座談会

Yusuke HARA

Yuki OYAMA

Risa KOBAYASHI

座談会 交通研究の最前線

司会・進行 東京大学 大学院工学系研究科 トランスポートイノベーション研究センター 准教授

東京大学 大学院工学系研究科 社会基盤学専攻 准教授

東京大学 大学院工学系研究科 社会基盤学専攻 助教

TRISTAN XII OKINAWA 2025ロゴマーク

（広報委員）
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ては、世界中の第一線の研究者とす
ることが当初からの方針でしたが、
加えて日本・沖縄での開催という観
点から、紛争時や災害時の救援物資
の物流を考える「人道支援ロジステ
ィクス」に関する研究者を招聘した
い強い思いがありました。三年前に
TRISTAN開催の準備を始めた際に
は、まさか今世界でこれほど戦争が
起きているとは想像していませんで
した。そのような情勢も踏まえ、紛
争地域の難民向けの物資運搬を考
え、人道支援ロジスティクスに取り
組まれている米国ノースウエスタン
大学のカレン・スミロウィッツ先生
に基調講演で話していただきまし
た。人道支援ロジスティクスを選ん
だ点や、カレン先生のお話を聞いた
時の感想はありますか？ 

小林　言葉が正しいかどうかわから
ないですが、「胆力」をカレン先生か
ら強く感じました。ORは元々軍事
的な背景から発展してきた分野であ
り、そのORを人道支援のために使
うということと、ライフワークとし

てずっとその研究をやっておられる
ことは、強い意思や信念がないとで
きないと思うので。そのパワーや強
いメッセージ性を感じました。
大山　カレン先生のお話では、例え
ば救援物資の配送であれば、所定の
時間までにできるだけ多くの人に配
送できるようにといった公平性の問
題などを強調されており、人道支援
ロジスティクスならではの喫緊かつ
重要な課題が整理されていました。
またソーシャルインパクトというこ

とで、研究としての解だけではなく、
戦争や災害により世界が揺らいでい
る中で、現実世界に対してきちんと
答えを与えられるものとしてORを

使えるようにすることを強調されて

いました。我々も実用面と研究面の
どちらを追求するべきかと悩むこと
がありますが、ソーシャルインパク

トや実用的研究が、今すごく重要な
ことだというお話を第一人者である
カレン先生がされたことは、実用面
を志向する研究者を勇気づけたと思
います。今回、日本において人道支
援ロジスティクスというテーマでお
話しいただけたことは、大変貴重で
した。

原　カレン先生の研究は本当に意志
が強くないとできない研究だと思い
ます。ロジスティクスやOR自体、
ビジネスや軍事分野に起源を持ちま
す。ビジネスや軍事分野は資金的支
援が得やすく、ロジスティクスやOR

はそれをスポンサーとしてやれる研
究だと思います。一方で人道支援ロ
ジスティクスはビジネスや軍事に比
べると、大きなスポンサーはいない
はずで、その中で研究をしていくと
いうのはすごい胆力が必要で、自分
がやらなければいけない強い意志を
持って取り組んでいるのだと思いま
す。今回そのような方に沖縄という

研究が盛んですね。イタリアは鉄道
のダイヤ設計といった公共交通の研
究が盛んです。やはり各国で現実に
直面する問題が異なることがお国柄
を生むのかもしれません。2人とも
ORを挙げましたね。普段聞かない話
だからでしょうか。

大山　オンデマンド交通や配送計画
などは研究にも取り組んでおり、ル
ーティングも使うことは増えてきて
いますが、VRPの理論自体を研究対
象とすることはなかったです。 その

ため、多くの蓄積があるVRPに対し
て、いまどういうところが研究され
ているかを気にして聞いていました。
原　そうですね。例えばネットワー
クデザインやサービスの料金設計の
研究は自分たちの研究にも近いので、
理解しやすいですよね。しかし、全
然知らない、僕らと分野が遠いVRP

などの研究をみて面白く感じたこと
はTRISTANに参加した良さですね。

TRISTAN沖縄開催における
メッセージ

原　基調講演の講演者選定にあたっ

小林里瑳　
東京大学 大学院工学系研究科 社会基盤学専攻 
助教

大山雄己　
東京大学 大学院工学系研究科 社会基盤学専攻 
准教授

座談会 交通研究の最前線
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歴史的な背景のある地に来ていただ
いて、日本も今後紛争に巻き込まれ
る可能性がある中で、どういうこと
を考えなければいけないか、不毛な
紛争をできる限り止めたいとメッセ
ージを出していただいたのは、大変
良かったと思います。

運営を経験して感じた良かった点、
反省点

原　今回のTRISTANには皆さん大変
遠くから来ていただきました。それ
を見ると僕らはなぜ対面で会議をや
っているのかと考えます。東大都市
工のジアンカルロス先生は、BTR 

（BRIDGING TRANSPORTATION 

RESEARCHERS）というオンラインの

国際会議を開催されています。時差
に合わせてイースタン、ウエスタン
と時間を分けて、世界中のいろんな
人たちがどの国にいて、どのタイム
ゾーンだったとしても、会議に参加
できて議論できるように、うまく設
計されたオンライン国際会議です。
そして彼らはノーCO2国際会議だと
主張しています。一方でTRISTANは

世界各国から来て、対面で議論した
わけです。対面で集まって議論をす

る価値は、どのあたりにあると思い
ますか？

大山　BTRはコンセプトがとてもい

い会議だと思います。最近はオンラ
インリソースが急速に増えており、
研究や講義の内容などにアクセスす
ること自体は簡単にできるようにも
なっており、研究発表を聞くだけな
ら対面で集まる必要が薄れていると
は思っています。一方で、オンライ
ン会議には休憩の場などでの交流が
ないですね。今回のTRISTANのよう

に5日間同じ空間に一緒にいると、
顔を合わせる頻度が非常に多いの
で、徐々に知り合いのように感じる
ようになりました。こうした体験に
価値があるのだと思っています。
小林　私も同様のことを思いまし
た。また様々な国に同じ国籍の研究
者がいるという状況がインターナシ
ョナルで見ると当たり前なのですが、
同じルーツを持って似たような分野
で研究をそれぞれの国で行っている
研究者が集まっていました。そこで
は単純に研究の情報交換だけではな
く、その研究者の人生やキャリアの
ケアの役割も担っていたではないか
と、強く感じています。ランチや休
憩時間のコーヒーブレイク、朝のバ

スといった場面でお互いのケアを伴
った小さな交流が発生していたの
は、やはり対面の国際学会ならでは
ですね。日本にいて日本の学会を主
軸に活動すると、あまりこのように
感じないのですが、TRISTANのよう

に小規模な国際会議ではそれを強く
感じました。
原　ランチやコーヒーブレイクの時
間の盛り上がりはすごかった、みん
な楽しそうでしたね。長い国際会議
ではちょっと踏み込んだ話ができて、
「所属している大学の研究環境どうな
の？」とか「そちらの国のキャリアパ
スどうなの？　給料いいの？」とい
った話ができるじゃないですか。こ
ういった話はやはりオンラインだと
やりづらいのではないでしょうか。

少なくとも我々世代だとやはりまだ
やりづらい。最近の若い学生はどう
思っているのかわからないですけど。
　だから、対面の会議の価値はコミ
ュニケーションにあるのですかね。

一緒に集まって朝から晩まで長時間
議論して、一緒にご飯食べる経験を
通じて、詰められる距離のようなも
のがありますよね。そのような距離
感が国際的な共同研究や研究室間の
学生交換などの関係性につながって
いくことはよいことだと思いました。
大山　一方で、今回はホストとして
おもてなしに徹しすぎて対等な関係
が築けなかった感覚があります。研
究面でお互いに認め合ってこそ良い
関係を築け、今後の共同研究などに
つながるということもあると思いま
す。今回発表数も限られていました
ので、できるだけオーガナイザーか

らの投稿・発表は減らしていまし
た。日本で開催したこともあったの
で、日本人の研究やコミュニティの
プレゼンスをもう少し示せることが

米国ノースウエスタン大学のカレン・スミロウィッツ先生の基調講演の様子

座談会 交通研究の最前線
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できるとよかったかなとは思いま
す。共同研究の話が先ほどありまし
たが、お互いに研究に対して認め合
い、人間性についてもある程度理解
し合っている中で出てくる話だと思
うので、海外の研究者に対してもそ
うした対等な関係を築いていけれ
ば、今後10～20年と研究していく
上で、かけがえのない財産になるの
ではないかと思います。
原　それはありますね。去年の時点
から、僕らはホストに徹することを
決めていました。その結果、日本の
研究者の宣伝・広報には使えなかっ
たことが反省点です。今度の会議で
は日本の研究者が多くの投稿を行
い、自国の研究の存在感を示すこと
は、絶対必要かと。
　加えて、僕が個人的に思ったの
は、会議を次の世代で作っていかな

きゃいけないことですね。今回、基
調講演で話して頂いた先生方だけで
はなく、一、二世代若く、今一番油
がのっている人たちと、僕らは本来
交流すべきはずです。僕らと同世代
の人たちとコミュニケーションをと
ることが非常に大事だと今回の国際
会議で感じました。同世代・中堅の
人で研究者のネットワークを作らな
ければと実感したことは財産になり
ました。 

小林　今回、学会の運営に関わった
ことで、お金の回り方を強く意識し
ました。官民問わず、様々な方から
財政的にご協力いただいたこと、期
待払いのようなものに対して研究で
返していくということが自分の仕事
なのだと改めて感じました。
　加えて、対等な関係を築きたいと
は私も思いました。開催中は、私は

ホストでありサポーターであると受
け止められていました。今後は関係
を築き、共同研究の声がかかる、声
をかけられるように研鑽を積みたい
と思います。
大山　日本の交通研究コミュニティ
としては、ORは強い分野とは言えな
いと思いますので、せっかくTRISTAN

を開催していろいろな発表を聞いた
ので、これを契機に日本のコミュニ
ティとしても強化をしていきたい分
野ではありますね。
原　それは感じましたね。一見キャ
ッチーな話題に飛びついているよう
に見えますが、逆に言えばORはそれ

くらい機動力がある学問分野です。
確かに日本の交通分野ですと、オペ
レーション側が弱いのは、我々のコ
ミュニティの問題かもしれない。そ
れに気づけたのも良かったです。

会議参加者全員での集合写真
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Reports 行事報告

メトロ南北線品川駅予定地、東京都
市計画道路環状4号線架設工事、本
年3月にまちびらきをした高輪ゲー
トウェイシティ周辺など、変貌する
品川・高輪エリアを見学しました。
　既存インフラの利便性向上が施さ

　日本の空の玄関口羽田空港と直結
し、将来リニア中央新幹線のターミナ
ル駅となる品川駅は、広域交通拠点と
しての役割が今後一層高まることが想
定されており、北口及び西口における
駅前広場の整備や鉄道の立体交差化、
地下鉄の乗り入れなどが事業化されて
います。これらの都市基盤整備とあわ
せて、駅及び周辺エリアでは大規模開
発が進められており、新たな国際交流
拠点にふさわしい駅とまちが一体とな
った空間の形成が期待されています。
　前回の見学会から3年が経過した
今回は、各事業者様のご協力のも
と、JR東海リニア品川駅工事、JR

東日本品川駅北口駅前広場工事、京
急本線連続立体交差工事、国道15

号・品川駅西口駅前広場および東京

行事報告

Reports: 2025年度 第1回見学会
変貌する品川・高輪エリアを巡る─2025夏─

品川駅北口駅前広場

リニア品川駅工事 線路下

高輪ゲートウェイシティをバックに集合写真

京急本線連続立体交差工事と環状4号線架設工事

力』の発揮」をテーマに、各公共交通
経営者の皆様からテーマに沿った本
気の挑戦として取り組んでいるAI・

自動運転技術、運転士の採用や待遇
改善等、様々な事業内容について説
明があり、各事業者への質問のコー
ナーでは全員がそれぞれの考えや具
体的な方策や実効性のある事例を交
え活発な議論が展開されました。会
議の総括とし
て、家田仁前当
会会長より、イ
ンフラのマネジ

メントで感じら
れることと、公
共交通の苦難、
困難は全て重な
っており、「二つ

　『公共交通経営者円卓会議2025』

が、2025年8月1日に愛知県ANAク

ラウンプラザホテルグランコート名
古屋で、名古屋鉄道㈱、両備ホール
ディングス（株）、（一財）地域公共研
究所の共催で開催され、全国各地か
らオンライン並びに会場参加併せて
811名の方々が参加されました。
　円卓会議には、平井康博氏（（株）
ヤマコー）、吉田元氏（（株）みちのり
ホールディングス）、鈴木武氏（名古
屋鉄道（株））、芦辺直人氏（南海電気
鉄道（株））、大上真司氏（両備ホール
ディングス（株））、竹中由紀夫氏（伊
予鉄バス（株））、岩間雄二氏（九州産
業交通ホールディングス（株））の7名
が登壇され、「持続可能な公共交通実
現のための『経営力＋政策力＋市民

のもっと光を」について紹介があり
ました。一つ目の「もっと光を」とは
リアルワールド（公共交通）にもっと

光をと言う意味です。二つ目の「も
っと光を」は、リアルワールドを支
えている担い手（運転士）であると言
うメッセージを発せられ会議は締め
くくられました。

管清工業（株） 内海克哉（広報委員） 

行事報告

Reports: 公共交通経営者円卓会議 2025

持続可能な公共交通実現のための「経営力＋政策力＋市民力」の発揮

れ、そこに新たなインフラや施設が加
わることで、明治のはじめに小さな駅
として開業した品川駅が、巨大なひと
つの街に生まれ変わり始めていること
を肌で感じることができました。

（株）大林組 中村裕史（広報委員） 




